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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

歯
列
不
正
・
咬
合
異
常
の
予
防
―
生
物
学
的
機
能
療

法
と
床
矯
正
を
中
心
に

８
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
大
阪
市
中
央
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

手
軽
に
市
販
の
機
材
で
、
明
日
か
ら
始
め
る
口
腔
内

カ
ラ
ー
写
真
撮
影

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階　

２
０
５
会
議
室　

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

要
介
護
高
齢
者
の
訪
問
歯
科
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

末
瀬
一
彦
氏
（
一
社
・
日
本
デ
ジ
タ
ル
歯
科
学
会
理

事
長
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

保
険
治
療
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
審
美
的
歯
冠
修
復
治
療

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
副
団
長
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料　
　

定
員　

50
人

税
務
調
査
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と
日
常
の
留
意
点

２
０
１
７
税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
医
科
・
歯
科
共
催
）

日
時　

９
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

仲
野
道
代
氏
（
岡
山
大
学
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
小

児
歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

小
児
の
歯
科
治
療
（
仮
題
）

９
月
度
生
涯
研
修

葉室　麟（作家） 文・絵　藤田　進
（河内長野市）

第五回

確
か
な
人
物
描
写
が
魅
力

ひと
かたりひと、

　

葉
室
麟
さ
ん
を
ご
存
知
で

す
か
。『
蜩

ひ
ぐ
ら
しノ

記
』
で
直
木

賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
ん
な
方
だ
ろ
う

と
、
最
初
に
手
に
取
っ
た
の

が
『
い
の
ち
な
り
け
り
』。

こ
れ
が
と
て
つ
も
な
く
面
白

い
。

　

冒
頭
、
あ
の
水
戸
光
圀
が

屋
敷
内
で
水
戸
藩
の
中
老
を

切
り
殺
し
ま
す
。
な
ぜ
斬
っ

た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の

理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の

は
３
分
の
２
ほ
ど
読
み
進
ん

で
か
ら
。
そ
れ
か
ら
時
間
を

遡
り
舞
台
も
九
州
へ
。
そ
う

島
原
の
乱
の
九
州
。
そ
こ
か

ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
展

開
に
。

　

こ
れ
は
歴
史
小
説
で
あ
り

な
が
ら
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な

み
に
私
の
娘
は
20
歳
ぐ
ら
い

の
と
き
に
こ
の
『
い
の
ち
な

り
け
り
』
を
読
み
、
感
激
し

た
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
一
度
騙
さ
れ
た

と
思
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
葉
室
麟
さ
ん

を
読
み
続
け
、
た
ぶ
ん
全
作

品
を
読
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
読
ん
だ
の
は
藤
沢

周
平
さ
ん
、
司
馬
遼
太
郎
さ

ん
、
池
波
正
太
郎
さ
ん
、
ジ

ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
物
像
が

く
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
否
が
応
で
も
物
語

の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

『
い
の
ち
な
り
け
り
』
に

は
続
編
も
用
意
さ
れ
て
い
て

心
に
く
い
か
ぎ
り
。
ち
な
み

に
、
つ
い
先
ほ
ど
読
み
終
わ

っ
た
の
が
『
山
月
庵
茶
会

記
』。
こ
れ
も
お
薦
め
。

　

葉
室
麟
さ
ん
の
書
く
文
章

に
は
、
何
か
人
を
ひ
き
つ
け

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

る
の
？
再
度
の
初
診
リ
コ
ー

ル
」
を
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
。
吉
田
裕
志
社
保

研
究
部
長
と
小
山
賢
一
同
部

員
を
講
師
に
、
１
１
１
人
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
間
返
戻
さ
れ
た
レ
セ

プ
ト
の
多
く
に
見
ら
れ
る
特

徴
は
、「
Ｐ
や
Ｇ
な
ど
の
慢
性

疾
患
に
つ
い
て
、
治
療
中
断

後
、
同
一
病
名
に
よ
る
再
度

の
初
診
や
歯
管
を
算
定
し
て

い
る
」
点
で
あ
る
と
紹
介
。

そ
の
上
で
、
初
診
や
歯
管
の

保
険
算
定
上
の
ル
ー
ル
、
注

意
点
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
審
査
の
基
本

的
な
考
え
方
や
一
般
的
な
返

戻
事
例
を
紹
介
し
、
レ
セ
プ

ト
作
成
上
の
注
意
点
に
つ
い

て
も
解
説
し
た
。

盟
国
だ
。
そ
の
政
権
ト
ッ
プ

を
暴
力
的
に
排
除
す
る
の
を

〝
当
た
り
前
〞
と
す
る
報
道

が
横
行
す
る
こ
と
自
体
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
の
異
常
性
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

も
し
そ
ん
な
事
態
に
な
っ

た
ら
、
北
朝
鮮
は
「
在
日
米

軍
基
地
に
（
核
ミ
サ
イ
ル

を
）
打
ち
込
む
」
と
は
っ
き

り
言
っ
て
い
る
。
例
え
ば
横

田
基
地
に
落
と
さ
れ
た
ら
東

京
は
ど
う
な
る
の
か
、
原
発

を
標
的
に
さ
れ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
。
そ
れ
を
真
剣
に
考

え
た
対
応
を
取
る
べ
き
段
階

に
き
て
い
る
。 

（
つ
づ
く
）

あ
さ
い
・
も
と
ふ
み

　

東
京
大
学
法
学
部
を
経

て
、
外
務
省
に
入
省
。
ア
ジ

ア
局
中
国
課
長
な
ど
を
歴

任
。
元
広
島
市
立
大
学
広
島

平
和
研
究
所
所
長
。

憲
法
改
悪
ま
で
突
っ
走
り
た

い
の
が
本
音
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
ミ
サ
イ
ル
４
発

を
日
本
海
に
等
間
隔
で
落
と

す
な
ど
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
技

術
が
向
上
。
日
本
に
核
兵
器

を
落
と
す
能
力
を
持
つ
事
態

と
な
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
下

せ
た
の
は
当
然
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
が
、
核
開
発
を
朝
鮮

が
し
ゃ
か
り
き
に
進
め
た
理

由
で
あ
る
。
米
国
や
韓
国
か

ら
攻
め
ら
れ
な
い
報
復
力
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
正

恩
政
権
の
存
続
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。

の
存
続
を
図
る
た
め
の
手
段

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

94
年
に
米
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た

「
米
朝
枠
組
み
合
意
」
が
履

行
さ
れ
、
米
朝
の
関
係
が
正

常
化
し
て
い
れ
ば
、
核
開
発

は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
と
思

で
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
登

場
。「
い
き
な
り
北
朝
鮮
に

殴
り
掛
か
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
安
倍
政
権
も
緊
張
し

た
は
ず
だ
。

　

シ
リ
ア
へ
の
米
軍
の
空
爆

に
対
し
て
、
安
倍
首
相
は
支

持
を
表
明
す
る
一
方
で
武
力

行
使
へ
の
評
価
を
避
け
た
。

こ
の
歯
切
れ
の
悪
い
発
言
の

裏
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
軍
事
的

暴
走
に
対
す
る
懸
念
が
透
け

て
見
え
る
。

―
日
本
国
内
に
は
「
北
朝
鮮

は
と
ん
で
も
な
い
国
だ
か
ら

攻
撃
し
て
も
い
い
」
と
い
っ

た
雰
囲
気
す
ら
あ
る
。

　

米
韓
合
同
演
習
の
テ
ー
マ

は
「（
金
正
恩
の
）
斬
首
作

戦
」
だ
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ

は
そ
れ
を
当
然
と
い
う
よ
う

な
視
点
で
報
道
し
た
。
北
朝

鮮
は
、
１
７
０
カ
国
以
上
か

ら
承
認
さ
れ
て
い
る
国
連
加

―
北
朝
鮮
の
自
己
防
衛
目
的

の
核
・
ミ
サ
イ
ル
を
「
脅

威
」
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
。

　

安
倍
政
権
と
し
て
は
、
朝

鮮
が
自
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
る

こ
と
は
な
い
と
分
か
っ
て
い

な
が
ら
、「
脅
威
」
を
叫
ぶ

こ
と
で
軍
事
力
を
強
化
し
、

う
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
こ
の
合
意
を
破
棄
。
イ

ラ
ン
、
イ
ラ
ク
と
並
ぶ
「
悪

の
枢
軸
国
」
と
し
て
名
指
し

し
た
。
２
０
０
３
年
に
イ
ラ

ク
が
米
国
に
侵
攻
さ
れ
た

後
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委

員
長
の
父
、
金
正
日
が
「
次

は
自
分
」
と
危
機
感
を
募
ら

で
、
金
政
権
は
国
際
的
な
後

ろ
盾
を
失
っ
た
。核
開
発
は
、

そ
ん
な
彼
ら
が
自
己
の
政
権

　

政
府
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
広
告
な
ど
で
、
北
朝
鮮
が
発
射
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
の
避
難
方
法
を
期
間
を
限
定
し
、
発
信
し
て

い
る
。
メ
デ
ィ
ア
が
北
朝
鮮
危
機
を
煽
り
、「
北
朝
鮮
へ
の
攻
撃
は
当
然
」
と
い
っ
た

議
論
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
社
会
の
雰
囲
気
が
ど
こ
か
お
か
し
い
。
外
務
省
の
ア
ジ

ア
局
中
国
課
長
な
ど
を
歴
任
し
た
政
治
学
者
の
浅
井
基
文
氏
に
話
を
聞
い
た
。

意
味
で
、「
脅
威
」
で
は
な

い
と
い
う
の
が
軍
事
的
常
識

で
あ
る
。
拉
致
問
題
や
金
正

男
氏
暗
殺
疑
惑
な
ど
〝
何
を

す
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
北

朝
鮮
〞
と
い
っ
た
声
は
あ
る

が
、
日
本
に
攻
め
て
く
る
と

い
う
の
は
次
元
が
違
う
話
。

危
機
を
あ
お
り
立
て
る
だ
け

の
議
論
だ
。

―
核
実
験
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
は
何
の
た
め
か
？

　

１
９
９
０
年
代
初
頭
、
ソ

連
が
崩
壊
し
、
中
国
も
「
改

革
開
放
政
策
」
を
取
る
中

―
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
が
今
回
の
事
態
を
招
い

た
出
発
点
だ
と
思
う
が
、「
北

の
脅
威
」
を
ど
う
見
る
か
？

　

軍
事
的
な
「
脅
威
」
の
定

義
は
、「
攻
撃
す
る
能
力
」

と
「
攻
撃
す
る
意
思
」
の
二

つ
そ
ろ
う
の
が
条
件
だ
。
確

か
に
朝
鮮
（
北
朝
鮮
）
は
攻

撃
能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
使
っ
た
瞬
間
、
米
軍

の
報
復
で
国
は
崩
壊
す
る
。

そ
れ
が
分
か
っ
て
い
て
自
ら

攻
撃
を
仕
掛
け
る
意
思
が
あ

る
は
ず
が
な
い
。
そ
う
し
た

　

社
保
研
究
部
は
６
月
３

日
、
歯
周
病
治
療
患
者
に
対

す
る
、
定
期
の
反
復
し
た
初

診
料
算
定
（
い
わ
ゆ
る
、
再

初
診
リ
コ
ー
ル
）
に
つ
い

て
、
多
数
の
レ
セ
プ
ト
が
返

戻
さ
れ
て
い
る
状
況
を
う

け
、
歯
周
治
療
を
一
か
ら
見

直
す
社
保
講
習
会
「
通
用
す

社保研究部

歯周治療で返戻増
講習会で注意点解説

つ
く
ら
れ
た
北
朝
鮮
脅
威
論

北
朝
鮮「
危
機
」と
安
倍
政
権 

㊤　

政
治
学
者
・
浅
井
基
文
氏
に
聞
く


